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造の変化が予想され，板材での高張力鋼や超高張力鋼の

適用拡大が期待される。同様に，条鋼では高強度歯車用

鋼，高速度懸架ばね鋼および高強度タイヤコード用鋼の

開発が活発におこなわれている。

いっぽう，低コスト化や省エネルギへの対応のため工

開発が活発こなっていq れ，板材 新説全伐Γ 体車，焼き付け塗装後の強度にす

ぇ

術の開発がおこなわれている。また押出形材や鋼管の特

長を厭

らに安全性，居住性，走行性の向上のためにも設計に必

要な材料データの収集がおこなわれている。

むすび＝当社は総合材料メーカとして自動車産業ととも

に，新材料，新技術をもって 21 世紀にむけて新しいコ

ンセプトの創造によりあらたな自動車文化の構築に貢献

してゆく所存である。このような観点から本特集を編纂

するにいたっており，自動車産業の皆様から忌憚のない
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